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公益財団法人新潟市開発公社 太夫浜霊苑小規模墓地管理要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、公益財団法人新潟市開発公社（以下「公社」という。）が経営する太

夫浜霊苑小規模墓地（以下「小規模墓地」という。）の管理に関して必要な事項を定める

ものとする。 

（用語の意義） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

（１） 小規模墓地 太夫浜霊苑の敷地内に設けている使用期間を限定した墓地施設をい

う。 

（２） 小規模墓域 小規模墓地内において墳墓を造営する場所をいう。 

（３） 小規模墳墓 公社が小規模墓域に造営する焼骨を埋蔵する施設をいう。 

（墓域等の使用） 

第３条 小規模墓域及び小規模墳墓（以下「墓域等」という。）は焼骨を埋蔵し、その祭祀

を主催する者に使用させる。 

（使用の申込み及び承諾） 

第４条 墓域等を使用しようとする者は、小規模墓地使用申込書（別記様式第１号）及び

樹木葬墓地改葬承諾書（別記様式第２号）を公社理事長(以下「理事長」という。)に提

出し、承諾を得なければならない。 

２ 理事長は、特に認めた場合を除き、墓域等を使用しようとする者が墓域等の使用に関

する費用（以下「使用料等」という。）を納入したときに墓域等の使用を承諾し、速やか

に小規模墳墓の造営を開始する。 

３ 理事長は、小規模墳墓完成後、使用を承諾された者（以下「使用者」という。）に墓域

等を使用する権利（以下、「使用権」という。）を有する期間及び改葬予定施設を記載し

た小規模墓地使用承諾証書（以下「承諾証書」という。別記様式第３号）を交付する。 

４ 小規模墳墓への埋蔵は、焼骨を公社指定の骨壺に収納し、小規模墳墓一つにつき３体

まで埋蔵することができる。 

（使用権の承継） 

第５条 使用権は、相続人又は親族若しくは縁故者等墓域にかかる祭祀を主宰する者（以

下「承継者」という。）にのみ承継することができる。 

２ 前項の規定により使用権を承継した者は、小規模墓地変更届出書（別記様式第５）に

より遅滞なくその旨を理事長に届け出なければならない。 

（使用期間） 
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第６条 墓域等の使用期間は、承諾証書に記載の期間とする。 

２ 前項の使用期間終了前までに、使用者が小規模墓地使用申込書（別記様式第１号）を

提出し、再申込を行い使用料等を納入することによって、使用期間を更新することがで

きる。 

３ 使用期間が終了する時までに、使用者が再申込みをしないときは、使用権は消滅する。 

（使用終了後の樹木葬墓地への改葬） 

第７条 公社は、使用終了した墓域等に埋蔵されている焼骨を、樹木葬墓地合同埋蔵施設

に改葬するものとする。 

２ 前項の規定に関わらず、別に使用料を納入することによって、樹木葬墓地個別埋蔵施

設に改葬することができる。 

３ 前２項の規定により改葬した場合、太夫浜霊苑樹木葬墓地管理要綱の規定を準用する。

ただし、同要綱第４条、第５条及び第８条は準用しない。 

４ 公社は、使用者から第１５条第２項による銘鈑の申し込みを受けた場合は、樹木葬墓

地に改葬するときに、樹木葬墓地における銘鈑を設置するものとする。 

（使用終了後の樹木葬墓地への埋蔵） 

第８条 使用終了時において、埋蔵者が墳墓に埋蔵されていないときは、樹木葬墓地に埋

蔵される権利は存続するものとする。 

２ 前項の規定により、樹木葬墓地に埋蔵される権利が存続する者には、太夫浜霊苑樹木

葬墓地管理要綱の規定を準用する。ただし、同要綱第４条第１項、第２項は準用しない。 

（使用終了後の小規模墳墓の撤去） 

第９条 小規模墳墓の撤去は、所有者である公社が行い特段の事情がない限り、使用者か

ら負担を求めないものとする。 

（使用料） 

第１０条 理事長は、使用者から使用料を徴収する。 

２ 使用料の額は、別表第１に定めるところによる。 

３ 第７条第２項の樹木葬墓地個別埋蔵施設の使用料の額は、太夫浜霊苑樹木葬墓地管理

要綱別表第１に定めるところによる。 

４ 使用料は、理事長が特に認めた場合を除き、これを申込受付日から起算して１箇月以

内に徴収する。 

５ 既納の使用料は還付しない。ただし、使用者が樹木葬墓地個別埋蔵施設に改葬する権

利を返還したときは、第７条第 2 項の使用料の５分の１を還付するものとし、この還付

金に対して金利は加算しないものとする。 

６ 理事長は、経済状況の変化、その他諸般の事由により、使用料の額を随時変更するこ

とができる。 

（使用権の譲渡及び転貸の禁止） 

第１１条 使用者の使用権は、これを譲渡し又は転貸することはできない。 
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（他の墓地施設への改葬） 

第１２条 使用者は、第７条第１項の規定によらず、自ら小規模墳墓に埋蔵している焼骨

を、他の墓地施設等へ改葬することができる。 

２ 前項の規定により改葬する際は、埋蔵されている焼骨及び埋蔵されていない埋蔵者の

樹木葬墓地に埋蔵される権利は消滅する。 

３ 改葬の届出については、第２１条第１項に定める。又、改葬の届出と同時に小規模墓

地返還届出書（別記様式第４号）を理事長に提出しなければならない。 

（変更の届出及び再申込） 

第１３条 使用者は、住所、氏名を変更したときは、小規模墓地変更届出書（別記様式第

５号）により遅滞なく理事長に届け出なければならない。 

２ 使用者は、埋蔵者の氏名を変更するときは、小規模墓地変更届出書（別記様式第５号）

により遅滞なく理事長に届け出なければならない。 

３ 使用者は、婚姻等により埋蔵者を変更するときは、小規模墓地変更届出書（別記様式

第５号）により遅滞なく理事長に届け出なければならない。 

４ 使用者は、埋蔵者の追加登録をするときは、小規模墓地使用申込書（別記様式第１号）

を提出し再申込を行い、使用料等を納入しなければならない。 

５ 使用者は第７条第２項の樹木葬墓地個別埋蔵施設に改葬したいときは、使用期間が終

了するまでに、小規模墓地使用申込書（別記様式第１号）を提出し、再申込を行い、使

用料等を納入しなければならない。 

６ 前４項による届け出をする者は、樹木葬墓地改葬承諾書（別記様式第２号）を併せて

提出しなければならない。 

（承諾証書の再交付） 

第１４条 使用者は、承諾証書を毀損し、又は滅失したときは、小規模墓地使用承諾証書

再交付申請書（別記様式第６号）を遅滞なく理事長に提出し、承諾証書の再交付を受け

なくてはならない。 

（手数料） 

第１５条 理事長は、変更等による承諾証書の書替え、又は再交付した者から１件につき

別表第２に定める額を手数料として徴収する。 

２ 理事長は、樹木葬墓地における銘鈑を希望する使用者から、１体につき別表第３に定

める額を手数料として徴収する。又、使用者は銘鈑を希望する時に申込みできるものと

する。 

（改修、維持管理） 

第１６条 小規模墳墓の改修は、原則、公社、使用者双方の承諾なしには行わない。また、

公社は、石の材質そのものの経年変化にともなう修復義務を負わない。 

２ 使用者は、公社が設置した小規模墳墓の形質を変更してはならない。 

３ 使用者は、使用承諾を受けた墓域等を衛生的に維持管理しなければならない。 
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４ 理事長は、小規模墓地の管理上必要があると認めるときは、使用者に対し制限若しく

は条件を付し、又は必要な措置を行わせることができる。 

（墓域等の返還） 

第１７条 使用者は、使用期間内においても、墓域等の返還により使用を終了することが

できる。 

２ 前項の規定により墓域等を返還する際は、第７条及び第８条の規定を適用する。 

３ 墓域等を返還しようとする使用者は、小規模墓地返還届出書（別記様式第４号）によ

り遅滞なくその旨を理事長に届け出なければならない。 

（使用承諾の取り消し） 

第１８条 理事長は、使用者が次の各号の一に該当するときは、使用承諾を取り消すこと

ができる。 

（１） 偽りその他不正な手段により使用承諾を受けたとき。 

（２） 使用承諾を受けた目的以外の目的に墓域等を使用したとき。 

（３） 使用権を譲渡し、又は転貸したとき。 

（４） その他使用承諾の条件に違反したとき。 

２ 使用者の使用承諾が取り消された場合、公社は、使用者の承諾なしに小規模墳墓を撤

去することができる。その際、使用者が埋蔵されている焼骨を引取り、他の墓地施設等

へ改葬しないときは、樹木葬墓地合同埋蔵施設に改葬することができる。 

（行為の禁止） 

第１９条 何人も小規模墓地においては、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

（１） 小規模墓地を損傷し、又は汚損すること。 

（２） 植林を伐採し、又は植物を採取すること。 

（３） みだりに火気を取り扱うこと。 

（４） はり紙若しくは立札をし、又は広告をすること。 

（５） 指定された場所以外の場所に車を乗り入れ、又は駐車をすること。 

（６） 物品の販売及び展示並びにこれらに類する行為をすること。 

（７） その他公序良俗に反する行為をすること。 

２ 前項の規定にかかわらず、前項第４号から第６号に掲げる行為については、理事長が

特に認めた場合は、この限りではない。 

（埋蔵の届出） 

第２０条 使用者は、焼骨を埋蔵しようとするときは、小規模墓地埋蔵届出書（別記様式

第７号）に埋火葬許可書または改葬許可書を添えて理事長に届け出なければならない。 

（改葬等の届出） 

第２１条 使用者が、焼骨を引取り他の墓地施設等へ改葬しようとするときは、小規模墓

地改葬届出書（別記様式第８号）に改葬許可申請書を添えて理事長に届け出なければな

らない。ただし、第７条第１項、第 2 項による改葬手続きは、理事長が代行するものと
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する。 

２ 理事長は、小規模墳墓に埋蔵された焼骨について、小規模墓地分骨証明申請書（別記

様式第９号）が提出された場合は、小規模墓地分骨証明書（別記様式第１０号）を交付

する。 

（埋蔵証明書の交付） 

第２２条 理事長は、小規模墳墓に埋蔵された焼骨について、小規模墓地埋蔵証明申請書

（別記様式第１１号）が提出された場合は、小規模墓地埋蔵証明書（別記様式第１２号）

を交付する。 

（その他） 

第２３条 この要綱に定めるもののほか、小規模墓地の管理について必要な事項は理事長

が別に定める。 

（改廃） 

第２４条 この要綱の改廃は、理事長の決裁を経て行う。 

 

附 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成２９年１０月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成３０年６月１日から施行する。 

 附 則 

（施行期日） 

  この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

  この要綱は、令和５年３月１日から施行する。 

 


